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超 海 王 星

山 上 清

　時代にふさはしい屯ダン氣分を以って，超海王星がごうごう

登園された・去る三月十三日，米國の天文電報中央局であるハ

1ゾ1ド學院天文壷長ハiロ1・シヤプレイ激授が登表しナこ此

の偉大なるニウスは，全世界の日刊新聞紙に速報され7Z・吾等

も，日本に居て，十四日に此の事を知つナこ．

　此の歴史的事件の経過の紀念のナこめに，今こ＼に，ニウスの

最初からの順序に列べて見るtS　7米噸ロ1エノV天文毫から，三

月十三日に，ハ1ブ1ド天文茎へ向け下の如き電報が登せられ

fこに始まる．

SYSTE：・IA’CIC　SF，ARCH　1’｝F，GUN　YEAIR，ff　AGO　SUE）PLIME，NTING

LOWELLS　INVES”ptGATIONS　FOR，　TRANSNEI）TUNIAN　？1．ANET

I－IAS　REVEAI，lro　OBJECJTP　WHIC．1－1　IIOR　SEVEi）g　VtTEEKS　HAS

I．N．　Pi，ATE　O］］　］・IOIilO］NT　AND　1）A［VH　CONSISTENTLY　CONIi”OII）ilED

TO　7iRANSNEPTVNIAN　BODY　AT　APPROK．　IMATE　DISTANCE
I－IE　ASE　IGNED　14ilFTJT．EN’1iH　“fAGNITUDE　POSI［1］ION　MARCII

TWELVE　TIMEE　IIOURS　G．　M．　T．　VVTAS　SEVEN　SECO）　DS　OF　TIME

WEST　FROM　DELTA　G恥【INORUM　AGREEING　WITH　LOW肌LS

PREDICTED　1，0NGITDUDE．

煽れを重して見るE，

　　　ロ1エノンの超海王星研究を完成するため，敷年前から組織

　的捜索を始めta結果，一一天体を登．見し，七週間の観測によb，

　其の蓮動速度や緯書は，ほS”nlエノンが定めfZ距離にある超

　海王星アこるこごε合致しナこ．光度15等，位置は三月12日グリ

　ニチ時刻3時に，「双子座」デノレタ星から西へ7秒時で，黄経は

　　ロ1エIVの豫言ご一致してみる・

此の電文は其のま＼，ハ1ゾ1ド天文毫からコペンハ1グン天

交藁に迭られ，すぐ其の要領は下の如き電報こなって，全世界
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の天文藁に邊られナこ・

1）LA）“’ll．［1．i　1．OaVEI，L　OBg，　ltlRXr．X［liORIil’　I　L）t．一）O　］IN（Al｛（Ili　O；；｛’）OC）　E　1］，　VJi：．N

［lilMESECONDS　MTEI　’in　g）ELTA　Gji］rIINOP，U．“1　AGR，：LE．ING　LOW］一］Ll．g，

rliRANTgiNrEriiPTU．N．　I　AN　S　IIA｝）1’．E￥，

之れが我が日本へ属いたのは三月十七日であっ裕しかし公文

は，こんなに手間を取ってみるのに，新聞電報は早いもので，前

記の如く，十四ffには既に吾々の耳に入り，其の日の夕刊には

早くも一般入士の眼に入るに至った・下に主な新聞電：旧記移を

二半しやうs

地球よb6大きな新しい遊星を側見
　　　海王瞬げつと遠いところに……太陽系の第九番目の星

　　　　　　　　米國のローエル芙文壷で

【聯合ケンブリッヂ（マサチユセッツ州）十三日獲】ハ1バード大學天畿蕨測所

長ハ1ロleシャツプレ1教i反はアリノナ州プラツグスタフにあるロ1エル齪測

所で太陽系中最も外にある海王星よりも遠）・位lth1一に，地球よvJも大きく，天王星

よV）も小さい一つの薪遊星を手操した旨十三日獲表口すご・

【聯合ブラグスタフ（アリゾナ州）十三日醐當地勢1エノy天文

毫のヅわエム。スライフア1搏士の襲表によれば，同天文ti：所

厨の二者達によって今回我が太陽系に厨する窮九番目の遊星が

二見された，勿論この第九遊星は二十五年前にアメソカの有名

な天文學者で同ロ1エノレ天文毫の創立者である故パ1シヅアノV

・ロiエノレ博士（一九一一一六年死去）によう数學的にその存在を下

見され泥ものであるが，確實に見極めtこ最初は實に今年一月二

十一一・　Hでそれは研究用ごして改良に改良を加へられ把精巧な籍

眞望遠鏡によつてなし途げられたのである・スライフア1博士

は實は今日までに第九遊星を数十回も實見したのであるが，絶

封手に確實Sなつすご今日までその登表を秘してゐナこのである・

三際丁丁見の結果該遊星の位置は太陽ご我が地球の距離の丁丁
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t・　十五倍の遠方であり，しかしてその大きさは木星より大きいか

　ごうかはなほ未定だが，少くこも地球よりは小さぐないこざは

　確かである・今回の登表は一入四六年ドイツのガレ氏が第八遊

　星海王星の所在を登見しだ以來の天文學上における最大の成功

　ご認むべきであるご・

廿世紀天文學界

　　　　最大の嚢見
　　　　　　　五十年置の問題ついに解決

　　　　　　　　　　京大敦擾山本一躍博士語る

上の報を齎して京都東山にある京大花山天文皇に山本博士を

訪へば語る．

　　それは二十世紀の天交學界における最大な嚢見である。從

　i來太陽系は海王星までごされだのが更に新しい星まで獲張さ

　れ即ち太陽系がそれだけ大きくなったのだから非常な大問題

　である・海王星のほかに遊星があるこごは他に及ぼす引力そ

　の他によって五十年ほざ前から天文學界に想像されてるたこ

　ごだったが，今日までそれを登見するこごが出來なかった，

　近ごろの進歩しずこ望遠鏡によれば伊勢観測し得る圏内にその

　星はあるはすなのだ・それがシヤツプVl敷授によって途に

　登見されたのであらう，同敷授が獲見しtz　1．いふアソゾナ州

　プラッグスタフのロ1エル観測所こいふのはロツキ1山賑中

　の沙漠にあb，二十四インチご四十インチの二の望趨鏡があ

　るから恐らくその四十インチの方で登見しナこのだd思ふ私

　の方へはデンマ1クから報告があるはすでデンマ1クでアメ

　9カからの報告を受けて日本へ知らせてくれるこごになつC

　みる・何しろ海王星の外こいへば恐ろしく遠いだけに光も弱

　いはすだがごの邊にあるか位置さへ判れば私の方の望遠鏡で

　も観演広し狭｝るこご5思ふ・〔大阪朝日〕
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第九遊星の登見
　　Ut表までに鐵十回實見

　　　　　　一月汁一日初めて見田し
　　　　　　　　　　　口天女麹の大成功

【フラグスタフ（アリソナ州）＋三畷聯合】當地ロ1ウエル天文壁のヅ

／・エム・スライフア1博士の登表によれば同天文皇所属の点者

達によって今回我太陽系に属する第九番目の遊星が登見されtz

　勿論此の第九遊星は廿五年前に米國の有名の天文皇宮で當地

口1エノV天文毫の創立者である故パ1シヅアノソ・ロ1エノソ博

士（一九一六年に死去）にょう敷戸的にその存在を豫見されtz

ものであるが，確乎に見極め7こ最初は實に今年一月廿一日でそ

れは研究用Sして改良．に改良を加へられ把精巧な爲眞望遠鏡に

よって成し途げられすこのである・スライフア1博士は實は今日

迄に第九遊星を敷十回も實質しtこのであるが絶無的確實こなつ

ずこ今日迄その儀表を秘して居たのである・国際的登見の結果該

遊星の位置は太陽ご質地球質の距離の約四十五倍程地球の遽方

にあり而してこの大きさは木星よbも大きいか如何かは禽ほ未

定だが少く共地球よりは小さくない事は確である・今回の酸見

は一八四六年濁逸のガレ氏が第八遊星海王星の所在を登見しナZ

三組の天文學上に於ける最大の成功ご認むべきであるホ

早乙女博士語る　　上に就き吾が天文磁界の権威早乙女博士

は語る，

電報には兎かく間違ひがありますから，そのま、鵜呑みにし

て直ぐ信ずる事は出來ませんがそれが，事實こすれば大きな

登見です，ロiエノv天文藁ご云へば槽威ある立涙な天：文毫

で．今迄天文三界に幾多の貢献を馴して來ました・此度の新遊

星が日本から見えるかごうかまだ断言は出來ません．〔時事〕
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木星s海王星間に

　　新遊星獲見
　　　　　　　米國の口1ウエル観測所で

　　　　　　　　　　　天文輩上に大回獄

　ケンプリツヂ（マツ’チユセツツ州）本1吐特電【十三日登】ノ・

1ヅア1ド大玉天文研究所の登表によればアソゾナ州フラッグ

スタフのロ1ウエノソ天文観測所は最近海王星の彼方に第九次太

陽系に属するご考へられる新らしい第十五等星を登見し拠　こ

の新遊星は世界で最も優秀な望遠鏡でなければ観測が出來ない

もので，その位畳は双子宮から七光分，七時十五分北二十二度

十分の五のこころで，現在の観測位置は木星ご海王星この間の

黄道；にある・登見者はまだ公式に螢表されてはみないがごに角

最近の天文學史上特筆大書すべき大二見である．ロ1ウエノレ天

文壁のパ1シヴアノレ・ロ1ウエノソ氏は一九一六年に死去しすこが

彼は新遊星のあbさうな位置を豫測しすご・これは永年海王星に

封ずる新遊星の引力作用について研究しtz結果であって海王星

が二見されtzのは同様の概測によるものである．〔大阪苺H〕

ゲミノラムに近く

　　　大遊星を発見
　　　　　嚢見者はロウエル氏か

　　　　　　　　　地球より大きい

【ケンプリツチ（ア刈力）＋三曄】ハi2“1ド大方ではアヲゾナ天

文襯測所にむいてネプチユウン軌道の彼方に新らしい遊星を池

見しすご旨登表しすご・右遊星の位置はゲミノラムのデノVタに近く

ゲミノラムより七分以内にあb更に専門的1こいへば七時十五分

北二十二度十分の五の位置である・登見者の姓名は登表されな

かったが，敷年前當時未だ登見されなかっtこネプチユウン軌道

の遠方の遊星に封ずる偏心率の研究に貢献して多大の名子ご信



192 超　　海　　王　　星

用Sを與へられtこパ1シヴァノソ・ロウエノソ氏であらうご信せら

れてるる．新遊星の大きさは地球よb大きくネプチユウソよリ

ノ1・さいものである～S・

　　　　　　　　直　に　大　登　見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本一清博士語る

　．ヒの報を齎して京都帝大激授山本一清博士を花山天文iAに訪

へば，

　　それを事實Sすれば天業學界の大島見である，ネプチユウ

　ン星Sは海王星のこtsrで太陽系の最も外：方に位置する海王星

　の運動が或る未知の大遊星のtzめ支配されつ1あるこtだけ

　は判明してみたが全世界の潜血が頻りに其剛将に努めてゐ

　たに拘らす，’今日まで登見されなかつtz光力の大きさについ

　て報告がないこごは甚だ前念であるが多分その未獲見であっ

　tz大遊星が再見されナこものこ思ふ・

ご語る・なほゲミノラムのデノレタ星は昨今では毎夜十一一一時頃日

本で頂上に現はれる光力の普い星である．〔京都日田〕

　新聞記事は多少まち々々で，不完全な黙もあるが・しかし，

：大鵬に於いて誤b少なく，天文の豫備智識あるものが讃めば，

可なり明瞭に此等の意味を1知るこごが出來る・

　こんざの超海王星については，其の後，コペンハ1ゲン天文

毫からの國際天：文同盟ナ1キユラ1等により，漸次詳報に接し，

殊に下記の如く，欧米各地の天文壷でも此の星の爲其撮影に成

功し，精密な位量が知れるやうになって，今や全く確定的事實

εなつtz・ロ1エノソ以外の天文毫で観測しすご此の星の位置ごし

ては，

日附（u・T・1）　赤　　纒　　　赤　　縫　　　光　度　　　観測者（天一壁）
　ノユ　　ロ　　　　　　　　　わ　　エロ　ヨ

：；12・14　　7エ550・　＋2206「　49・　「‘　】5等級　トムボ1（ロ1エル）

〃17・（．）79・　715　41．　＋22715　　　　∫・㌧ビ1（ヤ1キ’ス）
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〃　　19．22日㌻5．Gラ｝

il　20．　22　58．

ij　21．　21　03．

e　21．　22　2：｝．9．

e　22．　22　41．8

？7　24．

i7　26．S6t9

7　lto　39．S7

7　15　34．
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7　lt・）　3，一）．0

7　ltD　34．0

7　lr）

et，　15　31．2｛

イ22738
＋L2）　7．6

十L）tt　7．7

pF　22　47

＋2L）　7　54

十　2．）2　8　1：1．7
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ラルフ（ハイデルベルビ）

セキ＝

71
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）
）
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　ロ1エノV天文毫から「双子座デ星の西七秒時」こして報じナこ

位置は上記の如くである・叉，此の星の眞の登見者については，

多くの遮知は皆沈黙してみるこころから考へるご，此の登見は

vlエノン天竺墓のスライフア皇長始め，毫員一同が協力して塗

回しナこものかrSも思へるが，しかし，三月十六旧附のニウヨウ

ク市ヘラノレド・トソビユン紙に擦れば，襲見者はロ1エノレ天文

毫のトムボlCiyde　W・Tombaugh氏であるこいふ．此の人は

最近の七二天文二二に漸く名

を知られ，るやうになったi若い

天文家である。　　　　　　　　yl　O

　此ん度の超海王星登見につ

いては，吾々天文家の間の通

信は全く日刊新聞に牛耳られ　　N

翻盤瓢欝冊
其の外，去る四月十五日の英

丈大阪毎日紙上には別掲の如

き二野まで掲げた．此の爲眞

配
◎

ex
s

●
ζ
｝

脇

‘
‡
》

．

e
y

k吃

は三月17日にヤ1キ1ス二丈藁のブンビ1スブノンツク激授が60

センチ反射鏡で撮影しナこもので，見事に超海王星を現はしてみ

る・本來ならば此んな爲眞は二三ケ月もしてから呪術雑誌に始

めて載せられる筈のものである．それが，何よりも先づ日刊新

聞紙上に現はれて，専門家ナこちも始めて御目に”・　Xつナこのだか
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ら，全くかぶざを脱がざるを得ない次第であっtこ．

　しかし，超海王星の問題については，我が天丈同好會員や一

般の「天界」讃者には，偶然ごは言ひながら，可なり以前から，

・一ﾊりの準備が出來てるたわけである・例へば

　1）去る大正九年九月二十五日，天文同好會開會式の席上，

　　　百濟理學士の「海王星外の遊量」こいふ講演があっtz事・

　2）天界（第三窓）第二十六號第33－48頁には，」・A・ぺ1

　　　タソン氏の「パiシブノv・ロiエノレの生涯ご事業」こいふ

　　　詳細な記事が海老氏の筆によって課出され，ロ1エノンに

　　　ついての充分な知識が與へられてるる事．

　　　此の記事は本四出版「天文論文集」中にも出てみる・

　3）天界（第四巻）第四十號第164頁には，筆者がulエノレ

　　　天文壷を訪問した記事がある・之れによって，フラグス

　　　タフ町や天文憂の朕況が大略わかる事・

　4）天界（第八忽）第八十七號第281頁一第284頁には，米國

　　　シカゴ電報に因んで，ピケリング老の研究を紹介し，か

　　　ねて，海王門外の遊星に關する概括を記してみる・

　5）天文年鑑の第2憲（1929年號）ご同第3窓（ユ930年）度ごに

　　　は♪　」（，　rkの問

　　　題に關して各

　　　各2ページを

　　　費しアZ記；事を

　　　掲げてみる．

之れだけの豫備知識

があれば，こんこの

四国について簡軍な

電交を見ナこだけで，

充分に其の其相をつ

かむこごが出物tz筈

である．（以下次號）

海
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国

土


